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1.は じ め に
「沖縄学の父」として知られる伊波普猷は，大学時代に専攻した言語学だけではなく，歴史学，民
俗学，文学など幅広い研究を行った。研究の途上で柳田國男や折口信夫など，多くの人と交わり，書
簡を交わしている。伊波普猷の書簡は，『伊波普猷全集』の第10，11巻に収録されている。本稿で取
りあげた家蔵の書簡（筆者蔵）は，歴史学，民族学を専攻していた松本信廣宛で，全集には未収録，
全集には松本宛の書簡は収められていない。
2.伊波普猷（18761947）
伊波普猷の言語学的な業績については，拙稿（2008）で取りあげたので，本稿では松本信廣との接
点に関わることを述べる。
伊波普猷は明治9年（1876）2月20日，現在の沖縄県那覇市に生まれた。沖縄県尋常中学校に入学
するが，校長排斥運動に関わったことにより5年生の時に退学した。明治29年（1896）8月に上京。
第一高等学校を受験したが不合格となり，明治33年（1900）9月，ようやく第三高等学校に入学した。
三高卒業後，東京帝国大学文科大学言語学科に入学し，明治39年（1906）7月に卒業した。卒業後，
直ちに沖縄に帰郷し，沖縄県立図書館長を務める傍ら，沖縄全土を回り社会教育等の啓蒙活動に従事
した。大正10年（1921）1月5日，柳田國男が沖縄を訪れた。柳田は訪沖目的の一つとして次のよう
なことを述べている。
「私は大正八年役人をやめてさて自由の身となった時，思いきり旅をしたいと思った。そして脳裡をかすめ
たのは伊波君のことであった。そのころ伊波君は，「古琉球」が島の人に充分に理解してもらえず，又図書館
長として社会教育の講演その他に忙殺され，研究から遠去かっていた。そのは東京にまできこえていたので，
伊波君にい，学問をするよう，すすめて来ようと思い立ち，沖縄に渡ったのは大正十年一月のことであった。
（略）那覇滞在中は殆ど毎日のように図書館を訪ね，伊波君と話をしてすごしていた。この旅は後に，「海南小
記」という一冊の紀行文になっているが，この時初めて伊波君にい，その人柄にふれ，そして図書館に集め
てある文献をみて，私は沖縄に関する学問は，後日必らず興ると思ってきた」柳田國男（1962）「伊波普猷君
のこと」『伊波普猷選集』中巻，沖縄タイムス社，序文。
柳田國男は伊波普猷に『おもろさうし』研究の必要性を説き，それに応えるようにして伊波の研究
への意欲が再燃した。
「明治三十九年の夏，赤門を出て，郷里に帰つたとき，私は一個の郷土研究者として一生を終るつもりでゐ
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ました。郷里の事情は私が一個の学究として立つのを許しませんでしたが，それでもなほ私は最初の数年間，
沖縄本島はもとより，各離島を跋渉して，方言や土俗の研究に従事しました。（略）大正二年の冬頃，不治の病
に罹つて，四五年病床に呻吟しましたので，その間に研究に対する興味を殆ど失はうとしてゐました。そして，
全快しかけた頃には，私は最早一個の啓蒙運動者と化し去り，沖縄諸島の津々浦々を経廻つて，民族衛生の講
演を試みたりなどして，ひまつぶしをしてゐました。恰度其の頃，柳田国男先生が沖縄にやつて来られて，学
界に対する義務として，多年研究した『おもろさうし』の校訂をするやうに慫慂されたのは，私の一生に取つ
て忘れることの出来ない大事件だと思ひます。この刺戟によつて私はもとの学究に立帰る決心をしました」
伊波普猷（1926）『琉球古今記』の序文，『伊波普猷全集』第7巻に再録。
伊波普猷は大正14年（1925）2月上京，小石川戸崎町に住む。上京後は没年まで大学の非常勤講師
勤めで，生活は苦しかったが，研究に邁進して沖縄に関わる多くの本を物した。上京後も柳田國男と
の関係は続き，上京の年の8月には柳田の主宰する北方文明研究会創立会に折口信夫，金田一京助ら
と共に参加している。柳田は多くの研究会を組織，主宰しているが，沖縄関係では，大正 11年
（1922）に南島談話会を発足させ，第一回目の談話会には上田万年，白鳥庫吉，新村出，折口信夫，
金田一京助，松本信廣などが出席した。伊波普猷も上京後は南島談話会に参会している。
3.松本信廣（18971981）
松本信廣は明治30年（1897）11月11日，現在の東京都港区で出生。地元の鞆絵小学校，慶應義塾
普通部を経て，大正9年（1920）3月，慶應義塾大学文学科（史学）を卒業，直ちに慶應義塾普通部の
教員に採用された。大正13年（1924）5月，東洋学研究のためにフランスへ留学，ソルボンヌ大学で
学び，昭和3年（1928）年7月，主論文 ・Lejaponaisetleslanguesaustroasiatiques・（日本語と
オーストロアジア諸語），副論文 ・Recherchessurquelquesthemesdelamythologiejaponaise・
（日本神話の若干の主題についての研究）でDocteureslettres（文学博士）の学位を授与された。昭
和3年（1928）9月に帰国，慶應義塾大学文学部助教授に就任し，昭和5年（1930）10月，教授に昇
任した。
松本信廣は日本における東南アジア研究の先駆者で，その研究領域は歴史，民族，宗教，言語，考
古と多岐にわたっている。日本の神話昔話も研究の一つの柱である。このほかに中国江南における
考古学調査も行っている。主な著書として次のようなものがある。
（1941）『江南踏査』三田史学会
（1942）『印度支那の民族と文化』岩波書店
（1942）『安南語入門』全3冊，文法会話読本，印度支那研究会
（1968）『東亜民族文化論攷』誠文堂新光社
（1969）『ベトナム民族小史』岩波書店
（1971）『日本神話の研究』平凡社
（1978）『日本民族文化の起源』全3巻，第1巻神話伝説，第2巻古代の舟/日本語と南方語
第3巻東南アジア文化と日本，講談社
学位論文の2点も昭和3年（1928）にパリのLibrairieorientalistePaulGeuthnerより出版された。
松本は日本民俗学にも関心を寄せ，慶應大学在学中の大正7年（1918），慶應の山岳会の大会の講
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演を柳田國男に依頼し，その時に柳田の貴族院書記官長の官舎を訪れたのが柳田との初めての出会い
であった。それ以降，柳田宅をたびたび訪れ，『柳田国男伝』別冊の年譜によると，大正8年（1919）
5月25日の記事に「このころより松本信広（当時，慶応義塾文科三年生）勉強に来る」とあり，松
本が柳田に私淑していたことがわかる。
大正8年（1919）12月23日に貴族院書記官長を辞任した柳田國男は，翌年の8月2日から1カ月
余り，東北を旅行するが，途中の遠野から当時慶應義塾普通部教員であった松本信廣が夏休みを利用
して同行している。
大正10年（1921）3月31日，柳田國男の渡欧壮行会が折口信夫宅で開かれ，このときも松本信廣
は参集し，柳田，折口，ニコライネフスキー，金田一京助らとともに写された写真が，『柳田國男
写真集』に載っている。
伊波普猷と同様に松本信廣も柳田國男の主宰する研究会に参加しており，戦前には「方言研究会」
「郷土会」「南島談話会」，戦後には「にひなめ研究会」「稲作史研究会」の出席者の中にその名前が見
える。
伊波普猷と松本信廣は，専門とする学問も違い，出身校も違い，年齢も30歳違い，そのままでは
接触することはなかったはずであるが，柳田國男を媒介として接点が生じることとなった。
4.伊波普猷の松本信廣宛書簡
翻字】
拝啓
先日は初めてお目にかゝつて大さう有益な御話を拝聴いたしました
あのお話を布哇での講演之際に引用したいと思ひますが
地名や人名等についてはっきりした記憶がありませんから
左のケ条について御示教下さるやう御願ひします
一、中央アジヤに於ける太平洋民族之遺跡を
誰によつて何処で発見されたか
二、南洋語が梵語に影響を及ぼしたことを称へた学者の名
その著書或は論文の名等
三、あなたの学位論文之名称等
御多忙中恐れ入りますが右御示教下さるやう御願ひします
この外御注意の点がありましたら御知らせ下さい
廿九日の朝立ちますからそれに御願ひしたう御座ひます
草々
九月廿四日 伊波普猷
松本信廣様
（書簡は，18cm×79cmの一枚の書状を表装してあり，
紙幅の都合上，三分割して筆者が撮影した）
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5.書簡について
書簡は封書で，封筒は散逸している。そのため，書簡の日付は9月24日だが，年号は不明である。
しかし，前述したように，伊波普猷，松本信廣はともに柳田國男に私淑し，柳田主宰の研究会に参加
している。そこで，伊波普猷と松本信廣の柳田を媒介とした接点を調べることにより，年号を特定す
ることができる。そのための資料として以下のものがある。
（1）『伊波普猷全集』第11巻の年譜
大正14年（1925）3月6日 四谷三河やにて，伊波普猷激励会開かる。柳田国男金田一京助折口信夫
橋本進吉安藤正純松本信広中山太郎岡村千秋らが参会。
昭和3年（1928）9月末 比嘉賀秀当山哲夫らハワイ在留県人の招きによりハワイへ出発。
10月6日頃 ハワイ着。ハワイ諸島各地で持参した講演テキスト『沖縄よ何処へ』をも
とに沖縄歴史を講演。この後アメリカ本国にわたり，カリフォルニアメキ
シコ各地を巡遊，ロスアンゼルスにて宮城与徳屋部憲伝らと交流。講演テ
キスト『沖縄よ何処へ』は後に加筆訂正され，東京とハワイで『沖縄歴史物
語』と題して刊行。
昭和4年（1929）1月16日 サンフランシスコ発のサイベリヤ丸にて帰国の途につく。
2月 横浜港につく。
（2）『折口信夫全集』第36巻の年譜
大正14年（1925）3月6日 伊波普猷激励会（四谷三河や）に，柳田国男金田一京助中山太郎橋本
進吉松本信広安藤正純岡村千秋らと出席。
（3）『柳田国男伝』別冊の年譜
大正14年（1925）3月6日 四谷三河やにて伊波普猷激励会。金田一京助，安藤正純，橋本進吉，折口信
夫，松本信広，中山太郎，岡村千秋が参会。
昭和3年（1928）9月21日 日比谷松本楼で，松本信広帰朝歓迎，松本芳夫独留学，伊波普猷布哇講演旅
行送別の南島談話会を開く。
（4）「民族」第4巻第1号（1928）刊行
○南島談話会 久しくフランスに遊学されてゐた松本信廣君の帰朝歓迎と，独逸に留学される松本芳夫君及び
布哇に講演に行かれる伊波普猷君の送別とを兼ねて，九月二十一日，日比谷公園松本楼に於て開催。来会者
二十六名。席上松本信廣君はフランスに於ける東洋研究殊にオーストロアジアチツク語の関係に於ける日
本研究の必要を語られた。p.143
これらの資料から以下のことが判明した。
① 書簡の日付は昭和3年（1928）9月24日である。
② 文中の「先日は初めてお目にかゝつて」とは書簡の出された直前の9月21日の松本楼での会合
のことを指す。
③ しかし，実際に二人が初めて会ったのはそれより3年半前の大正14年（1925）3月6日の伊波普
猷激励会においてである。伊波普猷が勘違いをしていたのか，あるいは失念していたのかは不明
である。伊波普猷，折口信夫，柳田國男の年譜には激励会の出席者に松本信廣の名前があるが，
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何らかの理由で実際は参加しなかった可能性もある。
④ 伊波普猷は松本信廣の松本楼での話をハワイ講演で引用したいとしているが，ハワイ講演のテキ
ストである（1928）『沖縄は何処へ』世界社，には松本からの引用はない。しかし，同書の奥付
では昭和3年9月10日発行となっているので，発行日が正確であるのならば，松本楼での会合
前であり，引用がなくて当然である。この本を元に加筆訂正した『沖縄歴史物語』（東京版は1947
年，沖縄青年同盟中央事務局から刊行，ハワイ版は1948年，マカレー東本願寺から刊行。1998年，平凡社
から再刊）にも松本からの引用はない。松本から伊波への返信は，伊波が30歳年長であり，学問
においても先輩であることを考えれば，当然あったと考えるのが妥当なところではあるが，あっ
たとしても，伊波は昭和20年（1945）5月25日の東京空襲で焼け出されており，焼失したはず
である。
⑤ 伊波普猷の年譜では，ハワイ講演に出発したのは昭和3年（1928）9月末，と日にちが特定され
ていないが，この書簡により，ハワイへの出発日は9月29日，とほぼ断定することができる。
当時，伊波は東京の小石川に住んでおり，自宅を朝出発すれば横浜に到着し，そのまま乗船する
ことができる。（1976）『伊波普猷 生誕百年記念アルバム』伊波普猷生誕百年記念会，に見送り
の比嘉春潮らとともに船をバックに横浜港で撮影された伊波の写真が掲載されている。9月29
日のうちに出航したと考えるのが妥当である。
6.松本信廣の言語研究
松本信廣の専門は東南アジア研究であり，パイオニアとして，一つの専門だけを研究することはで
きず，その研究領域は歴史，民俗，宗教と幅広く，その一環として東南アジア言語の研究，さらには
日本語との関係を論じた系統論の研究をも行っている。
（1） 日本語系統論の研究
前述したように，松本信廣は言語研究により留学先のフランスで学位を取り，その学位論文をパリ
で出版した。
（1928）Lejaponaisetleslanguesaustroasiatiques,LibrairieorientalistePaulGeuthner
この著作は副題にetudedevocabulairecompare（比較語彙研究）とあるように，113個の日本語
の単語と，音声的に類似したオーストロアジア諸語の単語を比較している。オーストロアジア語族と
は「東はヴェトナム，西はインド，北は中国の雲南，南はマレーシアというきわめて広い地域に分布
する語族で，ムンダ諸語（インド），ニコバル諸語（インド），およびモンクメール語族の3大グル
ープからなる」（1988）『言語学大辞典』第1巻，三省堂，p.1035。このうち日本人に知られているのは
ベトナム語とカンボジア語（クメール語）くらいしかない。113個の語彙対照表の後に，比較言語学
でいうところの音韻対応表を載せている。結論として次のようなことを述べている。
「Malheureusement,lamorphologiedel・austroasiatiquecommunestencoretrespeuconnue.Dans
l・etatactueldesconnaissnaces,iln・estpaspossibledelacompareraveclamorphologiedujaponais;
toutefois,nouspouvonsaffirmerquel・elementaustroasiatiqueajoueunroleimportantdansla
formationdelalanguejaponaise....noussommesconvaincudurappportetroitdujaponaisetdes
languesaustroasiatiques」（残念ながら，オーストロアジア祖語の形態はまだほんの少ししか知られていな
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い。現在の知識の段階では，日本語の形態と比較することは不可能である。しかしながら，我々はオーストロ
アジア語の要素が，日本語の形成に重要な役割を果たしたことを断言することができる。（略）日本語とオー
ストロアジア諸語との緊密な関係を確信している）p.96。
松本信廣のこの論考は，明治以来，日本の言語学界を席巻していた「日本語とウラルアルタイ語同
系説」に一石を投じるものではあった。しかし，方法論的に問題があり，松本説が広く認められるこ
ととはならなかった。小林英夫（昭和2年（1927）東京帝国大学言語学科選科修了）はさっそく次のよう
な批判をしている。
「言語はその資料即ち音韻に於ても，その内容即ち意義に於ても，常に一体系を構成し，逆にその構成要素
たる一々の音韻，一々の語は全体系中に位置することによつて夫々独自の価値を得るものである。このことは
謂はゆる「比較法」を乱用する人々によつて殆ど常に無視されて来た。そこで最ツ先に日本語の或る特定時期
の体系を建て，その音韻体系，その意義体系に適合するや否やを予め検査し，検査済の語なり音なりを，他の
体系即ちオーストロアジア諸言語のそれと比較しなければならない。然るにこの順を倒逆して，予め直観によ
つて近々百数十個の語根を，たとへそれが如何に我々の実生活に必要な語彙であるとはいへ，取つて，以てオ
ーストロアジア語のそれと対面させ，両者の一致を結論するといふのは誤りである。（略）引照されたオースト
ロアジア諸言語が近代語であり，日本語が二千載の古代語であるならば，我々はかのメイエが注意した如く，
近代ペルシヤ語のbadと，同じく近代英語のbadとが一様に悪の観念を示すからとて，直ちに両者を近寄せ
ると一般，謂はゆる「自然の遊戯」にたぶらかされぬことを保証し得ないであらう。インドゲルマン語の語源
研究を少しく覗いた者は，今日分明であり太古に於て一つであつた両言語に於て，その音韻形式が同一である
ときは，却つて大いに警戒すべきであることを学んだ筈である」小林英夫（1928）「日本語の所属問題─松
本信廣氏の近業を読む─」民族41，pp.162163。
小林英夫の批判に対して，松本信廣はただちに「民族」の次の号に反論を載せている。松本は，自
分は両言語の親族性を証明したとは少しも述べていない，日本語の形成にオーストロアジア語は重大
な影響を及ぼしたであろうが親族性は論証し得ない，としている。また，日本語とオーストロアジア
語との間で似た語があるのは事実で，そのような事実を寄せあつめたまでである，研究にはまず事実
が必要である，としている。小林英夫の批判に対する反論としては頷けるものではない。松本の論考
は，結局，語形の類似した語を列挙し，音韻法則らしきものを並べただけのものであり，それだけで
日本語の形成に影響を及ぼしたとどうして断言できるのか，理解し難いところである。松本はその後
も以下のような論考を公にしている。すべて（1978）『日本民族文化の起源』第2巻に再録されてい
る。
（1931）「オーストロアジア語に関する諸問題」
（1943）「わが国語における南方要素」
（1947）「日本語と南方語との関係」
（1952）「古代東アジアにおける南方語の影響」
これらの研究でも，特に研究が進展した個所はなく，1947年の論文の最後で「日本語と南方語との
関係は，従来の人びとが考えておる以上に深い交渉があったと考えねばならぬ。ただしそれかといっ
て，ただちに日本語は南方語に属するというべきではない。日本語と南方語，北方語，その他周辺の，
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今日ごく遠隔にあるおそらくは，かつての隣接言語との比較研究が十分なされた後，日本語の所属問
題は決定せらるべきであり，それまで日本語の帰属問題は，軽々に論ぜらるべきものではないと思う」
（1978）『日本民族文化の起源』第2巻，p.391，と述べ，結局は，よくわからない，というのが結論で
ある。この状況はこの論文が書かれてから60年余経った現在でも変わらない。
（2） 東南アジア言語の研究
（1942）『印度支那の民族と文化』岩波書店，の第5章，印度支那の言語系統
タイ語族，安南語所属の問題，チベットビルマ語族，モンクメル（オーストロアジア）語族の4節
からなる論考で，マスペロMaspero,HenriやカールグレンKarlgren,Bernhardなど西欧の学者
の説に基づいて，それぞれの語族，問題について考察している。
（1942）『安南語入門』全3冊，文法，会話，読本，印度支那研究会
安南語とはベトナム語のことで，この本は村松嘉津やベトナム人が執筆したもので，松本信廣編とな
っている。印度支那研究会では昭和16年（1941）に第一回の安南語講習会を開催，翌年も第二回講
習会が開かれている。講習会では，当時日本に亡命していたベトナムグエン朝の王族，クオンデ
侯（畿外侯彊柢）も講師陣に加わっていた。
松本信廣の専攻は歴史学，民族学ではあるが，学位論文が言語学的なものであることから解るよう
に，言語学も研究の一つの柱として重要な位置を占めていた。昭和13年（1938）の日本言語学会創
立とともに参加し，逝去するまで言語学会の評議員であった。
7.ま と め
伊波普猷の松本信廣宛書簡の発信年については特定することができたが，伊波の問い合わせの結果
については，その後の伊波の論文に反映されていないため，どのようなものであったのかは不明であ
る。しかし，これまでの伊波普猷年譜で「9月末」とされていたハワイ講演への出発日は，この書簡
により「9月29日」とほぼ確定することができた。
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